
七

廃
牛
脊
柱
を
適
正
に
処
分
す
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基

準
に
従
い
、
当
該
廃
牛
脊
柱
の
み
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。）

七

廃
牛
脊
柱
を
適
正
に
処
分
す
る
者
で
あ
つ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
一
般
廃
棄
物
処
理
基

準
に
従
い
、
当
該
廃
牛
脊
柱
の
み
の
処
分
を
業
と
し
て
行
う
場
合
に
限
る
。）

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ル
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

ロ

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヌ
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
こ
と
。

ハ

（
略
）

ハ

（
略
）

八
・
九

（
略
）

八
・
九

（
略
）

（
一
般
廃
棄
物
処
理
業
に
係
る
変
更
の
届
出
等
）

（
一
般
廃
棄
物
処
理
業
に
係
る
変
更
の
届
出
等
）

第
二
条
の
六

法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

第
二
条
の
六

法
第
七
条
の
二
第
三
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

次
に
掲
げ
る
者

二

次
に
掲
げ
る
者

イ

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
法
定
代
理
人

イ

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
法
定
代
理
人

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

ハ

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ル
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
使
用
人

ハ

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ヌ
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
使
用
人

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

（
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
）

（
法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
）

第
二
条
の
七

法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ロ
か
ら
ト
ま
で
又
は

リ
か
ら
ル
ま
で
（
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
イ
又
は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
市
町
村

長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
条
の
七

法
第
七
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は

チ
か
ら
ヌ
ま
で
（
同
号
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
つ
て
は
、
同
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
に
至
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
市
町
村
長
に
提

出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
ロ
か
ら
ト
ま
で
又
は
リ
か
ら
ル
ま
で
（
同
号
リ
か
ら
ル
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ

つ
て
は
、
同
号
イ
又
は
チ
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
「
当
該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。）及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由

三

法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
又
は
チ
か
ら
ヌ
ま
で
（
同
号
チ
か
ら
ヌ
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ

つ
て
は
、
同
号
ト
に
係
る
も
の
を
除
く
。）の
う
ち
該
当
す
る
に
至
つ
た
も
の
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
当

該
欠
格
要
件
」
と
い
う
。）及
び
該
当
す
る
に
至
つ
た
具
体
的
事
由

四

（
略
）

四

（
略
）

（
法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
欠
格
要
件
に
係
る
届
出
）

第
二
条
の
八

法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
環
境
省
令
で
定
め
る
者
は
、
精
神
の
機
能
の
障
害
を
有
す
る
状
態
と
な

り
廃
棄
物
の
処
理
の
業
務
の
継
続
が
著
し
く
困
難
と
な
つ
た
者
と
す
る
。

（
新
規
）

２

法
第
七
条
の
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
同
項
の
者
が
前
項
に
規
定
す
る
者
に
該
当
す
る
に
至
つ
た

後
、
遅
滞
な
く
、
前
条
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
市
町
村
長
に
提
出
し
て
行

う
も
の
と
す
る
。

（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
）

（
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
）

第
三
条

（
略
）

第
三
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

法
第
八
条
第
二
項
第
九
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

４

法
第
八
条
第
二
項
第
九
号
の
環
境
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
〜
五

（
略
）

一
〜
五

（
略
）

六

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
リ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の

氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
。
第
五
条
の
十
一
第
一
項
第
六
号
、
第
六
条
第
一
項
第
七
号
、
第

六
条
の
二
十
四
の
八
第
三
項
第
七
号
、
第
九
条
の
二
第
一
項
第
七
号
、
第
十
一
条
第
五
項
第
六
号
、
第
十
二

条
の
十
一
の
十
二
第
一
項
第
六
号
及
び
第
十
二
条
の
十
二
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）

六

申
請
者
が
法
第
七
条
第
五
項
第
四
号
チ
に
規
定
す
る
未
成
年
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
の

氏
名
及
び
住
所
（
法
定
代
理
人
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
名
称
及
び
住
所
、
そ
の
代
表
者
の

氏
名
並
び
に
そ
の
役
員
の
氏
名
及
び
住
所
。
第
五
条
の
十
一
第
一
項
第
六
号
、
第
六
条
第
一
項
第
七
号
、
第

六
条
の
二
十
四
の
八
第
三
項
第
七
号
、
第
九
条
の
二
第
一
項
第
七
号
、
第
十
一
条
第
五
項
第
六
号
、
第
十
二

条
の
十
一
の
十
二
第
一
項
第
六
号
及
び
第
十
二
条
の
十
二
第
一
項
第
七
号
に
お
い
て
同
じ
。）

七
〜
九

（
略
）

七
〜
九

（
略
）
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